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『ニ ェ
ー トチ カ ・ ニ ェ ズ ヴ ァ

ー
ノ ヴ ァ 』

一一
物語の 構造 と意味を 求め て 一

金　 沢　 美　 知　 子

　 ドス トエ ス キ イ　（以後八と略記 。 ） の 初期作品 が 流刑以後の 彼の 中 ・ 長編 小

説 に 比 して 研究対象に な る こ とが 少な い 中で ， 『ニ
ェ

ー トチ カ ・ニ
ェ ズ ヴ ァ

ー

ノ ヴ ァ 』 （rH』 と略 記） もそ の 例外で は ない
。 更に ， 未完で あ る こ と も原因 し

て ， 作品の 長 さ と流刑以 前の 創作活動 の 最後の 時期 に 発表され た とい う事実に

も拘 らず ， 『H』 は 『貧 しき人 々 』， 『分身』 程 に も重視 され て い ない
。 しか し ，

初期作品の 物語の 構造 と意味を 明 らか に し
， それ を八の 創作の 歩み の 中に 位置

づ け る とい う筆者の
一

連の 試み に と っ て ， 『H』 は 未完 なが ら も重要 な 意 味 を

持つ もの と して 本小論 で 取 り上 げ られて い る
。 猶 ， 従来の 研究 書 に 見 られ る

『H 』 へ の 言及叫 よ， 作 品の交体及 び 構成に つ い て ， 登場人物 の 形象及び モ チ

ー フ に つ い て ， 作 品の イ デ ーに つ い て の 三 つ に 分類す る時 ， 第二 の もの が 最も

多い ［2）
。 文体及び構成 に 関す る言及 も少な くは ない 〔3｝が ， 表面的 ， 断片 的な指

摘に 留 ま り，物語 の 構造 と意味を探 る上 で 不 満足の 感を拭い 切れ ない
。 筆者 は

他な らぬ こ の 構造 と意味に 注 口 し ， 更 に 『H』 が 回想 とい う形式を と っ て い る

こ とを考慮 して 以 下 の よ うな手順 で 作品を考察 して い る 。 最初 に 叙 述 の 方 法

（即 ち ，
い か に 語 られ て い るか とい う問題） を検討 し （1）， 次に 叙述の 内容

（即ち ， 何が 語られ て い る か とい う問題）の 検討に 移 る （H ）。 そ して 最後に
，

こ れ らを踏 まえた上 で
， 双 の 作品に に しば しば見 られ る手記の 形式 と関連 させ

っ っ
， 叙述の 意図 （即 ち ， 何故語 られ て い るの か とい う問題）に つ い て 問い た

い と考 え る （皿 ）。

　 付記 ； 従来の 研究で は 殆どの 場 合 1860年以後 の 版が巾心 に 据え られ て い る が ， 筆 者

　　　は ， 初期作品の と し て の 『H』 を考察の 対象 と し て い る為 1849年版を テ キ ス ト

　 　 　 と して用い て い る 〔4b

　　　　　　　　1　叙述の 方法 （い か に語 られて い るか ）

　§0　『H』 の 叙述上 の 特徴は 回想 とい う形式〔5｝に 深い 関係が あ る 。
こ こ で は ，

語 り手 ニ ェ
ー

トチ カ （H と略記） に よ る過去 の 事件 の 叙述の 方法を ， 個 々 の 事
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側 6）が叙述 され る仕組み （§1） と複数の 事件が話題 と して処理 さ れ る や り方

（§2 ）の 二 つ の 角度か ら検討 し よ う。

　§1　 個 々 の 事件の 叙述され方

　『H 』 に 於て ， 個 々 の 事件の 叙述は 以下 の よ うな形で 具体化され て い る 。

　   事 件が ， 事件に 対す る主 人公及び 語 り手の 反応 7〕に よ っ て 叙述上 の 変形

を受け て い ない 場合 。 そ こ で は ， 事件が そ の ま ま客観的事実 と して示 され る 。

1．　OH　yMep，
　 KorAa 　MHe 　6bIJIo　皿Ba 　roAa 　oT 　po冫K双eHHH ．　（cTp ．1421cTp ．

　434〔8））

2．　 ・Mofi　oTqHM 　6bIJI　 My3blKaHT ．（cTp ．142）

　  事件が ， 事件に対す る主 人公H の 反応に よ っ て叙述上 の 変形を受けて い

る場合。

1．　　MHe 　noKa3aJIocb ，
　

ilTo

　Bc6 ，
　Hac 　o＞KH 江aBHIIee

， 6bmo　TaK 　Ba 冫KHo
，
．．・f｝．（cTp ．

　166） （省烙 は筆者に よ る。 以下 も同様 。）

2．　 ccaMoFo 　 HaqaJIa　BceJIHJIIOCh 　B　MeH 兄 TeMHoe 　HoAo3peHHe ，
　 HTo 　I〈al〈aH・

　 To 　Ta 前Ha 　ne ＞1〈zT 　 Ha 　BceM 　gToM ＿ ＿（cTp ．228）

　  事 件が 語 り手H の 反応に よ っ て 叙述上 の 変形を受け て い る場合。 そ の 際

に 語 り手 の 反応に は ， 直接事件 へ 向か うもの （例 文 1） と主 人公H （か つ て の

自分）の 反応 へ 向か うもの （例文 2 ）が見 られ る。

1．　 覓 HoMHIo
，
　qTo 　60nb　B　pyKe，

　ycnnvaBaflcb　 Bc ξ…60nee ン160nee
，
　 Har 　Iana

　Ha 　MeH 矼 nHxopanl くy．（cTp ．161）

2。 Ho　no 　cHx 　nop 　He 　HoHHMaK ）
，
　noHeMy 　HMeHHO 　Morno 　Boti

’rH 　MHe 　B　ro一

　　 　　 　 　　 　　 　 り　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　u
　 矼oBy

，
　 qTo 　oTe ロ　MOH 　TaKoH 　cTpaAa 霞eロ，

　 TaKOM 　HeCqaCTHblH 　HeJloBeK 　 B

　MHpe ！（CTP ．160）

　  ，   （事件が 反応 に よ る変形を受けて い る もの ）に 関 して は ， 反応が どの

よ うに 表現 され ， 叙述に取込 まれ て い るか に 触れ て お く必 要 が あ る だ ろ う。

（猶 ，   に つ い て の 検討 は事 件 自体の 検討で あ るか ら こ こ で は取 り上 げない
。）

　 まず ， 量 的に多 く， 最 も明確 な形 で 表われ て い る の は事件へ の 主人 公夂 は語

り手の 対峙行為そ の もの を提示 しつ つ
， そ の 対象で ある事作を叙述す る場合で

あ る 。
3HaTb

，
　noHI ・IMaTb

，
　yrallblBaTb，

　qyBcTBOBaTb
，
　 flYMaTb 等の 動詞が大半

の 場 合 ， 接続 詞 qTO を伴 っ て 表われ ， こ の 接 続詞 に よ っ て 事件 へ の 言 及が 導

か れ る 。 その 他 ， 特に 主人公の 対峙行為の 提示 に は ，
1−la6a ｝o

，
11aTb

，
3aMeqaTb

，

paccy冫KllaTb ，
　Booo

”

pa｝lcaTb， 語 り手 の 対峙行為の 提示に は noMHHTb
，

3afioMH −

HTb
，
　npnnOI 　IrmaTb の 使用 が 目立 つ

。 叉 ，
こ の 種 の 構文に 準ずる もの と して は ，
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Ka ＞KeTcfl （・
qTo …），

1〈a3anocb （，
　 qTo ＿）が頻 出す る 。

　しか し ， 事件へ の 反応 は語 り手H 又 は 主人公 H の 対峙行為その もの を提示す

る こ とに よ っ て描か れ るだ けで は ない
。 ．特 に 語 り手の 反応は しば しば疑問文 ，

感嘆文

1．　Ho πoqeMy ∬ 6bIπa　yBepeHa， 1〈To　no ，qcKa3afi　MHe ，
　 KTO 　HayqHJI 　MeHfl ，

　qTo 　oH 　MeH 只 n ｝06xT 　60nee
，
　L王eM 　MaTy 田 Ka ？ （cTp ．161）

2．　　oHa 　Bc ξ…eme 　MorJla 　誑K）6vaTb　ero ！　（cTp ．181）

又は 特定の 見解を示す形容詞及び 副詞が構文の 中に 編み込 まれ る形

1．　 Terlepb　B　MoeM 　nopa 冫KeHHoM 　Boo6pa 冫KeHHH 　Haqa 皿H　po＞1〈JLaTbcfi　KaKHe −

　To 　gy 皿Hble　lloYlfiTHH 　H　Hpe 双none 冫1〈eHzl ．（cTp ．162）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（下線は 筆者 に よ る。 以下 も同様）

2． Ho 　KaK −To 　cTpaHHQ 　noHflTeH 　6bln皿朋 MeH ” cMblC 」l　 c ・10B 　 6amHIKH…

　（cTp ．162／cTp ．437）

に 於て も明確に 表われて い る 。

　 こ うして 反応 に よる 事件の 変形は 多様 な裘現 の 中に 認 め られ るが
， そ の 際に

叙述内で の 両者 の 立場 が逆転 し， 事件 の 描写に 比 して反応 の 描写 が極度に 肥 大

し
， 事 件の 描写を圧迫す る場合が ある 。

　Ho　no　cvax　r〔op 　He 　IloHHMaK ），　nogeMy 　HMeHHo 　Mor ．qo 　Bo 藍TH 　MIIe 　B　Poelo −

By
，
　ilTo 　oTe ロ Mo 苴 TaKo 益 cTpaAa ．qell

，
　TaKo 敢 HecqacTHbl 註 qenoBeK 　B　MHpe ！

1〈To 　MHe 　BHytllHn 　gTo 　？ KaKHM　o6pa30M 　fi，　pe6eHoK，
　Morela 　xoTb 　qTo ・Hu ・

6y∬b　noHfiTb 　B　 ero 　 nx ・IHblX 　Hey 双auax ？ A π Hx 　nomHMaela
，
　 xoTH 　 nepeTo −

．aKoBaB ，　Hepe 皿eJlaB　Bc6 　B　MoeM 　Boo6paM 〈eHnz 　no −cBoeMy ；Ho 　Ao 　cHx 　nop

He 　Mory 　HpeAcTaBHTb 　 ce6e
，

1〈aKHM 　o6pa30M 　cocTaBH πocb 　Bo 　MHe ．T 鼻琴q皇
BneuaTneHHe ．（cTp ．160）

　訳夊 ： しか し ，
い っ た い 何故 ， 私 の 父 が そ ん な受難 の 身で 世に も不 幸

’
な人間

だ な ど と思い つ い た もの や ら， 今だ に わ か らない 1　 誰が そん な こ とを 吹き込

ん だ の か ？　 ど うや っ て 私み た い な小 さな子供が彼の 身 の不 幸を 多少な りと も

理 解で きた の か ？　 が
， 自分勝手に 解釈 し

， 自分な りの 想像で
一

切を作 り変 え

て しま っ たに せ よ
， 私は それ を 理解 した の だ 。 しか し， ど うや っ て 私の 中に そ

ん な 印象が生 まれた の や ら， 今だ に 考えっ か な い
。

　 こ こ で は ， 父親の 惨め な姿や 失敗が語 9TO ，
　HX

，
．TaKoe の 中に 押 し込め らる

一方で ， それ に 対す る主入公及び語 り手 の 理解や想像が執擁に 繰 り．返 し描写 ざ
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れ る 。

　 こ の 文章 に 端的に 表わ れ て い る よ うに
， 『H 』 の 叙述に 於 て は 事件の 描写に

もま して ， 事件へ の 反応 の 描写が重要 な もの とな っ て い る（9）
。 叙述 は 多様 な表

現 を用い て 反応を巧み に 取 り込 み ， 反応を 強調す る 。
こ の よ うな特徴は 皿 の 初

期作品に 既に 認め ら2’LO°］
，
　 rH』だ けに 固有の もの で は な い

。 又 ， 過去の 事件の

叙述に 見 られ る こ の 特徴 は 『H 』 以後の 作 品に も確 実に 受け継 が れ て い くの で

あ る 。

　§2 事件群の 叙述され方　　複数の 事件 の 処理

　概 して A の 作品 に は ， 全体又 は 一 部に 手記の 形式が適用 され て い る もの が多

い
。 しか し ， 語 られ る過去 の 時間的 な長 さ ， 過去 と語 る現在の 距離 ， 語 る現在

の 時間的移動 の 程度等 の 点 で ， 語 り手に よ る手記 の 形式に も様 々 な変種があ り，

全 て を 同一 視す る こ とは 危険で あろ う。 現に ， 『H 』 の 叙述形式は ， 叙 述 の 時

点 か ら隔 っ た過去が語 り手 の 回想の 対象とな っ て お り， しか もそ の 過去が 時間

的 な拡が りを 有 して い る 点 で
， 『H 』 以前の 初期作品 の 手記 の 形式 と大 き く相

異 して い る（11
。 『H 』 の形式 の こ の 特質は ， 中 ・ 短編小説の 物語世界か ら長編小

説 の それ へ と踏み 出 した 所 に 位置 して い る こ の 作 品に
， 多数の 事件を プ ロ ッ ト

の 内に 吸収す る可能性を与 えた 。 それ と同時 に
， 事件 と事 件を縫 合 し， 事件か

ら事件 へ 移行す る為 の 叙述上 の 工 夫を 要請す る こ とに もな っ た 。
こ う し て ，

『H 』 の 叙述 の もうひ とつ の 特徴は ， 個 々 の 事件 を繋 ぎ合わせ て
一

つ の 回想 へ

と ま とめ るべ く， 複数 の 事件 を処理 す る方法 の 中に 表わ れ る こ とに な る 。

　§2−1rH 』 に は ， 事件を叙述全体の 中に 取込ん で 他 の 事件の 叙述 と結 び つ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　

け ， 複数の 事件を 整理 す る機能の 強い 表現が 目立 つ
。

　  新 た に そ して 本格的 に 事 件の 叙述に 取 りか か る もの
。

　　只　3a6bma 　cKa3aTb ，
　qTo ．．．（cTp ．192）1．

　　Ho 　HecKonbKo 　celoB　o　ToM
，
　qTo ＿ （cTp ．223）2．

　　Tenepb　HailHHaeTcH 　HoBafi 　HcTopliA ．（cTp ．224）3．

　　Tenepb　H　paccl〈a＞Ky 　onHo 　cTpaHHoe 　Hpl（K πK）qeHHe ，
．．．（cTp ．238）4．

　　BoT　KaK 　gTo 　cnyuuJlocb ．（cTp ．239）5．

　 
一 度話題に した 事件 に つ い て 再度言及す る もの

　　∬ y冫Ke 　roBopHJIa
，
　 qTo …　 （cTp ・173）1．

　　分 y｝Ke 　cl〈a3ana
，
　qTo ＿　（cTp ．179）2．

　　KaK 　fi　yM《e　cKa3ana
，
…　（cTp ．240）3．
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4．　 1ynoMHHana 　y）Ke
，
　qTO …　（cTp ・250）

　  後に 取 りあげ る事件 を先取 り して 予め 部分的 ・ 概略的に叙述した り， 事

件 の 叙述 を 中断 して 続 きを留保す る もの
。

1．　BcBoc 　BpeMH 　MHe 　npMneTcfi 　oqeHb 　MHoro 　va　ropa3Ao 　 rlo双po611ee　ro ・

　BopHTb 　o　HeM ．（cTp ．190）

2． Ho6sficHK）cb 　 Bnoc 」lellcTBHH ．（cTp ．207）

3．　　Ho 　gTa 　HcTopHfl 　eu 工e　BnepeAva ．　（cTp ．208）

　  ，   ，   は 比較的多 く見 られ る もの で あ るが ， それ に 加 え て

　  事 件に つ い て 既に 為 され た 叙述を 訂正す る もの

　　BHpoqeM
，
　H 　HenpaB 八y　cKa3ana

，
　roBopfi

，
　qTo … （cTp ．191）

　  ある事件 の 叙述の 際に
， 読者が それ を理 解する為に必 要な知識を提供す

　　べ く， 別 の 事件の 叙述を挿入す る もの

1．　Hy 冫KHo 　3aMeTHTb
，
　qTo …　（cTp 。173）

2．　 Hy ＞KIIo 　3HaTb
，
　qTo ＿ （cTp ．210）

等が あ る 。 夊 ， 〈（某所か ら） 聞い た とこ ろに よれ ば〉や 〈誰某の 話で は〉の 類

の 情報入 手の 事情を示 す表 現を以 て ， 情 報内容の 叙述に と りか か る場合や ， 事

件に 対す る語 il　f’“の 対峙行為の 表現 と して §1 で 言 及 し た nOMHIo
，
　IIPHIIOMH −

Ha ｝o が整理 の 機能を強 く帯び て い る場合等 も挙げられ よ う。

　 以上 の よ うな形で ， 事件は 話題 と して 取 り上 げ られ ， 打ち 切 られ ， あ るい は

延期され る 。 それ は必ず し も理 路整然 と した叙述 の 進め 方で は な く，
し ば しば

読者に 煩雑な 印象さえ与え る。 更に 上 記 の 表現は ， 話題 の 転換や整 理が語 り手

に よ っ て か な り恣意的に 行なわ れ て い る とい う印象を生み 出す一 因 とな っ て い

る 。 こ の よ うな叙述は rH』 以 前の 作品 に も認め られ るが
，
　 rH』 で は 事件の 増

加に 伴 っ て よ り顕著な もの とな っ て い る 。

　§2−2　数多 くの 事件を整理 し
一

つ の 回想 へ と編み上 げ る 工 夫 は ， 作品 の 構

成 と深 く結び つ い て い る 。 と りわ け重要 な特微 と して ， （1）事件群が 分順 され て
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 バ タ − ン

い る こ と ，   事件か ら次 の 事件へ の 叙述の 進め 方に 見 られ る 型 に 注 日して お

きた い
。

　（1）rH』 の 最初 の 版 （「祖国雑記」 に 掲載 され た もの ） で は 書か れ た 部分が

三 つ に 分 け られ て お り， 各 々 「第 1部 ， 幼年時代」 （第 1 ， 2 ， 3 章に 対 し）， 「第

2部 ， 新 しい 生活」 （第 4 ， 5章 に 対 し）， 「第 3 部 ， 秘密」 （第 6 ， 7章に 対 し）

と題 され て い る。 更に
， 研究者達の 多 くが 『H』を 文体と主題の 点で 独立性の

強い 幾つ か の 物語の 集 ま りと して 把 えて い る圍
。
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　 こ の 作品 で は ， 事件群がH の 成 長に 沿 っ て 区分 された 三 つ の 期間 （第一
の 時

期 ；父母 とH の 三 人暮 ら しの 時期 。
これ に は 父 親の 若 い 頃の 物語が最初 に 付 さ

れ て い る 。 第二 の 時期 ： X 公爵家で 暮ら した時期。 第三 の時期 ： ア レ クサ ン ド

ラ ・ミ ハ イ ロ ヴナ とその 夫 の 許で 過 ご した 時期）に 配分 されて お り， 三 つ の う

ち の
一

つ の 時期に 属す る諸事件の 叙述の 中で ， 別の 時期の 事件が言及 され る こ

とは極 め て 少ない
。 （第一

の 時期に つ い て の 思い 出 は 第 二 ， 第 三 の 時期 に 於て

時折言及 され る が
， そ こ で 語られ て い るの は 具体的な事件 と言 うよ りも， 漠然

と した悲哀 の 感情や ， 苦痛 の 思 い で あ る 。 ）即ち ， 叙述 され て い る諸事 件 は 過

去 の 互 い に 隔た っ た時点 で 起 きた もの で は あ っ て も，
い ずれ も三 つ の うちの 同

じ一
つ の 時期に 属 して い る 。 又 ， 稀に その 時期に 属 さ ない 事件 が挿人 され る場

合で も， それは
， そ れ まで こ の 事件が主人公H の 視野 に 入 っ て こ なか っ た こ と

に よ っ て ， どの 時期 に も属 し得 ない 場合で あ る 。 こ うして ， 三 つ の 時期 は 主人

公 の 成 長に 沿 っ て 為 され た 単な る時間的 な区分に 留 ま らず ， 各々 独 立 した 三 つ

の 世界 と して の 相貌を強 く呈 して い る 。

　  事件か ら事件へ の叙述 の 進め 方は ， 物語 の 背景で あ る長 い 時間の 流れ を処

理 す る方法の 中に 表われ て い る 。 『H 』 に は ， 時間を処理 す る三 つ の 基 本 的 な

形 が 認 め られ る 。

　 a ．　 あ る 期間 の 事件群を概括的に 描写す る方法。 くこ の よ うな事件が毎 日繰

り返 され た 〉， 〈一 定期問続 い た 〉等の 叙述に よ り， 事件の 反復性 ， 持続性 ， し

ぼ しば 日常性が 強調され る 。
こ の 種の 叙述で は 各事件 の 個別性 ， 特殊性 は 無視

され ， 多数の 事件 が一括 して 描写 され て い る 。 叙述は ， 諸事件に つ い て の 知識

や 印象を整理 し ， 次 の 叙述を 用意 （即ち新た な事件を導入 ）す る 。

一 般 に
， 物

語 は こ の よ うな概括的な叙述の み に よ っ て は 成立 し得ない か らで ある 。

　 b ．　 a とは 逆 に
， ある事件を取 り上 げて 具体的に 描写す る方法 。 ＜例 えば こ

ん な こ とがあ っ た〉， 〈突 如 こ ん な事件が 起 ぎた 〉等 の 形 で 始め られ る こ の 種の

叙述 で は ， 事 件の 個 別性 ， 特殊性 が 強調 され る 。 叙述 は
一

つ の 事件を拡大 し ，

事 件に 詳し く分け 入 り， 事 件の 具 体的な イ メ ージ を展開 させ る こ とを専 らと し

て い る 。

　 c ． ある 期間 ， 時問を 省略す る方法 。 〈○ 口 × 時間が経過 した〉旨を指摘 し

た り ， 〈○ 日 × 時に （な っ た ）〉 とい う形で 次に 叙述す る事件の 時間的背景を与

え る こ とに よ り， あ る期 間 の 諸事 件を叙述の 上 で 省略す る方法 。
こ の 種 の 叙述

は
， しば しば a 又 は b の 方法 と結び つ い た形 で 具体化 して い る 。

1．　（a 十 c ）　TaK　npom 〔e π ∂ToT 江eHb 　H 　cnenyK ）皿 ｝i負．（cTp ．221）
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2．　（−b．十 c ）　Ha　TpeTH 泊 八eHb
，　yTpoM，一亘acT ∬ npHIIec 汀a　MHe 箪 nHcKy 　oT

　KaTva．（CTP ．222）

　且 の 作晶 と して は 異例な Bildungsromal1 の 構造を持つ 『H』 に 於 て ， 方法

a と b の 組み 合わ せ が 叙述 の 進 め方 の 特微 とな っ て お り， 特 に 語 り手に よ っ て

自分の 直接的な体験が 語 られ て い る部分で は ， 物語の 構造を規定す る大 きな 因

子 とな っ て い る。

　例えぽ
， 第 2章で は 幼い H の 父 母 との 生活が 描かれ て お り， 彼女の 精神的な

目覚め は 日常化 した 両親の 不 和 の 中で 始 ま っ て い る が ，
こ の よ うな不 和反 目の

　　 　　　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　 　　 　 　ロ　 　 　ロ

日々 の 中か ら， とある夕方の 両親の 喧嘩の 場面が 話題 と して 取 り上 げ られ ，

「今 も覚え て い る， 黄昏時の こ とだ っ た 」 とい う形 で 語 り始め られ る。 こ の ，
　　　　　　　　e　　　　 　　　り　　　　　　　リ　　　コ　　　　　　　e　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　

日々 繰 り返 され る数 々 の 喧嘩か ら抽 出 された い わ ば特別 な事件 と
， それが もた

らした 父親 と 自分の 急激な接近等に つ い て の 叙述の 後で ， 藷 り手は 再 び 自分 の
　　　　　

H 常を 概括 的に 描 く。 そ の 際 に 語 り手 は ， 自分 が お使 い の 途中で しば しば人 々
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コ　　 　 　　 り 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　む　　 　 　　　　　　　　　　　　

を観察 した こ とに 触れて お り， 続い て
， 多 くの お便い の うちの ひ とつ を再 び 特

　　 　　の

別 な事件 とし て取 り上 げ る 。 （こ の 事 件 は ， 先の とあ る夕 方の 両親 の 喧嘩 の 場

面 を受けて ， 「前の 時 に もま して 父 と の 奇妙な接近を助けて くれ た も うひ と っ

の 出来事」 と形容 され て い る 。）「ある 時 ， 夜 9 時過 の こ とだ っ た 」 とい う言葉

で
，

こ の 事件即 ちお 使い 帰 りに 父 と共 に 赤い カ ー
テ ン の 建物を見た こ とに っ い

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ 　　　　

て の 叙述は 始 ま る。 （以上 CTP ．158−16L） こ の よ うに ， 反復 され る行為や 持続

す る状態を概括的に 描写 し， 時に はそれ に 対す る感想や説 明を 付け加えて お い
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　　ロ　　 　　

て
， 次に それ らの 中の 特殊な事件を 「ある時」， 「ある 日」， 「あ る晩」等 の 言 葉

を 以 っ て 具 体的に と り上 げ る形 は 第 2章 に 多い
。 又 ， 逆に

， ある具体的な事件

の 描写を受け て ， そ うした事件が繰 り返 され る 旨， 事件 に よ っ て 引き起 こ され

た状態が一
定期間続 く旨が指摘され る場 合 も度 々 見 られ る 。 先の 例 で 言えば ，

あ る晩赤い カ ー テ ン の 建物を父 と共 に見 て 以来 ， 幼い H が 「毎晩」， 「魔法 の お

城 の よ うな こ の 建物を 窓か ら眺め 」 て 空 想を 逞 し くす る こ とが 叙述 され て い る 。

（CTP ．163．） こ うして ，
　 a （あ る期間に 亘 る 事件群を 概括す る方法）に よ る叙

述 を受け て b （特別な事件 を具体的に 描写す る方法）に よ る叙 述を 発展 させ る
パ タ ロン

型 ， b に よ る叙述が a に よ るそれ へ 引き継が れ る型 は ， 第 2章全体の 叙 述 の

基本型 とな っ て い る圏
。

　 とこ ろ が
， 親子三 人 の 日常生活を 描い た第 2章に 続 い て ， あ る著名なバ イ オ

リ ニ ス トの 演奏会を契機 とす る父 イ ェ フ ィ
ーモ フ （E と略記） の 破滅 と母 の 死

を扱 っ た 第 3章 で は ， 極 め て特殊 な事件群が 取 り上 げ られ ， それ が 数 日間 に 急
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転す る様が時の 経過に 即 し て 具 体的に 叙述 され て い る為 ，
a − b 及び b − a と

い う型は 影を 潜め て い る。 演奏会の 日を中心 と して ， 「その 二 日前」， 「そ の 前

日」， 「当 日の 朝」 に 何が起きた か とい う形 で 事件に 具体的な描写が施 され ，
い

わ ば b − b の 型 で 叙述は 進行す る 。

　以 上 に 指摘 した第 2章 と第 3章に 於 ける叙述 の 進め 方及び第 2章か ら第 3章

へ の こ の よ うな 変化は ， 第 4 章 と第 5章 ， 第 6 章 と第 7 章に 於 て も認め られ る。

即ち ， 公爵家 へ 移 っ て か らの H の 日常 を扱 っ た 第 4 章 と ， こ の 家で 公爵令嬢 カ

ー
チ ャ （K と略記） と出会 っ てか らの 彼女の 生活を扱 っ た第 5 章前半は 主 に a

− b の 型 ，
H とK の 急速な接近 （五 日間の 出来事が 中心 に な っ て い る）を描 い

た第 5 章後半 は主 に b − b の 型に よ っ て 叙述が 進行 す る。 同様に
， 新た に K の

義姉ア レ ク サ ン ドラ ・ ミ ハ イ μ ヴナ （A と略記） の 家で 始 ま っ た H の 生活を描

く第 6 章及び第 7 章 の 初め は a − b の 型 ， 日 々 H の 関心 の 的で あ っ た A の 秘密

を め ぐっ て 事件が急転す る第 7章後半は b − b の 型 に よ っ て 叙 述が進行す る の

で あ る 。 （但 し ， 第 6 章 の 初 め で は ，
A の 性格描写に か な りの 頁数が裂か れ て

お り ， そ の 為 に そ こ で は 具休的 な事件 の 描写が見 られない
。 ）

　以上 の 点か ら次の こ とが結論 され る 。 即ち ， 『H』に 於 て ， b − b 型 は 事件 の

急転つ ま りカ タ ス ト ロ フ の 叙述に
，

a − b 型は カ タ ス ト P フ を 招来す る とこ ろ

の 日常的背景の 叙述に 用 い られ て い る暁

　『H 』 以前の 初期作品 の 大半は
， 短期間に 起 きた 単一 の 事件に つ い て の 物語

で あ っ た 。
こ れ らの 作品 と異 な っ て

，
rH』 が未完なが らも長編小 説 の 構 造 を

持ち得て い るの は
， 〔長期間 に 亘 るある く事件〉の 漸次的進展 （破局 の 潜伏）＋

短時 日に 於け る く事 件〉の 急転 （破 局の 到来）〕 の 繰 り返 しに よ っ て 展 開 す る

プ ロ ッ ト と ， こ の 展開を 具 体的に 実現す る 〔a − b − … …
＋ b − b − 〕 とい う

叙述の 進 め 方に 依 る もの で あ る 。
こ の

， 長い 年月に 亘 る 主人公の 生涯 を継起的

に 扱 うとい う形式 は ， 鳳 の 作品に 於て は 極め て 特殊 な例で あ り， 後 の 長 編小説

に 見 られ る よ うに
，

た とえ長い 過去を 背景とす る場合で も， 物語 世界の 現実 と

して は短 期間 ， 特 に 人間 の 生 の 危機 的瞬 間が 扱われ る こ とが 多い
。 即ち ， 『H』

を経 て再 び A の 作 品 は短期問に 展開す る事件群に つ い て の 物語 へ と立 ち返 っ て

い く。 従 っ て ， まだ模索 の 過程 なが らも， 多数 の 事件又は く事件〉 の 多様な相

を物語 の 中に 取 り込む とい う課題を 一
応 実現 し ， 且 の 文学 に 於 け る物語世界の

拡大 の 契機 とな っ た 作品 と し て ， 『H 』 を位置づ け る こ とが で き よ う。

H 　叙述の 内容 （何が語 られて い るか ）
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　§0　 テ キ ス トに 示 された 語句を それが与 え ら れ た 1順に 拾 う作業 に 支 え られ

つ つ
， 読 み 行為が 作品 の 意味内容を 目指 して 飛 翔す る よ うに ， 筆者 も叙述の 方

法か ら叙述の 内容 へ と論を進め た い
。 但 し，

こ こ で い う叙 述の 内容 とは 作品の

テ ー マ 及び イデ ーの こ とで は な く， 寧ろそれ らを内包す る場 と して の 物語世界

の こ とで あ り，
テ キ ス トの 旺 溢す る語句の 中か ら浮か び上が っ て くる物語の 立

体的な像 の こ とで あ る 。 rH』 の 物語像に 接近す る為 に ， 作品の 主 要 な 二 つ の

相一 成長 の 物語 と家族 の 物 語一 及び そ れ ら相互 の 関係を検 討す る こ とが こ

こ で の 課題で あ る。

　§1 成 長の 物語

　先に 叙述 の 方法を取 り上 げる中で
， 事件に 対す る主人公H の 反応に つ い て 言

及 した が ， こ の 反応即ち事件に 対峙す る姿勢 （観察， 認識 ， 空 想等） 自体が ，

主 人公の 成 長の 物語を 作 り上 げて い る。 即 ち 『H』 で は主 人 公H の 関心 の 対象，

対峙す る 姿勢 の 変化 の 方 向 ， 変化の 契機 と事情等が物語 の 重要 な因子 とな っ て

い る の で あ る 。
こ れ らの 諸点に 留意 し て ， 各時期 の 物語を 以下 に整理 す る 。

　第
一

の 時期 （第 3 章 まで ）に 於 て は ， 父 と母 の 関係及び 父母 と 自分の 関係が

主 人公H の 関心 の 対象で あ り， 彼女の 内面生 活 は 父 の 性 格や父 の 身に 起きた事

件 （しば しば彼女が体験を共に し て い る）に よ っ て 強 く刺激 され て い る。 彼女

は
， 母か ら逃がれて 父 と の 関係 に 没頭す る こ とを願い

， そ の 際 に 母 に 対す る こ

の よ うな冷淡 さが もつ 意味を奇妙 な三 角関係に よ っ て故意に 曇 らせ る。
こ の よ

うな事情の 下 で 形成 された 結果 ，
H の 世界観 は 母 へ の 負漬の 感情即 ち罪 の 意識

に 深 く支配 され て お り， その 為 に
， 罪 （自己 の 罪 で あ る と他人の 罪 で ある とに

拘 らず）に 対す る ナ イ ー ヴ さ は 彼女の 後の 成 長に まで 尾 を 引 く こ と に な る 。

（第二 の 時期 に 於け る ラ
ー リ ャ との 出会い の 場 面 や ， 第三 の 時期に 於 け る 罪 の

問題 へ の 彼女の 深い 関心 等に それが 表わ れ て い る 。 ）｛15〕〔16）

　H が公爵家で 過 ごす第二 の 時期 （第 4
， 5章） に は

， 彼女 と孤児 ラ ー リ ャ （JI

と略記） の 出会い （第 4 章）及び彼女 とK の P マ ン ス （第 5章）が物語の 中心

とな っ て い る 。
H と 刀 の 出会い に つ い て の 叙述 は H と K の ロ マ ン ス に つ い て

の 叙述に 比 し て量的に は 少な い が ， H の 成 長の 物語 に と っ て 重要な 意味を 有 し

て い る 。 自分 が 行 な っ た 両 親 へ の 非情 な仕打 ち を 後悔 し ， 彼 らの 死 の 責任が 自

分に ある と思 い 込 ん で い る少年 JIに 出会 っ て ，
　 H は 激 し く動揺す る 。 彼 の 罪の

意識に 接 し，彼 の 苦悩を 分わ ち 合 うこ とに よ り，
H は それ まで 他 な らぬ 自分の

内に 潜在 して い た 母親 へ の 罪 の 意識を 明確に 自覚する 。
こ の 罪の 意識は 少年が

公爵家か ら去 っ て 後 もH を し っ か り と把 え て離 さず ， 彼 女は 苦悶 の 内 に 時を 過
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こ した 後 ， ある事件を機に 重態 に 陥 る の で ある en
。

一方 ， 第 5章 で の K と H の

ロ マ ン ス は ，
H が JIとの 出会 い に よ っ て 引 き起 こ された 精神的な病か ら快復す

る物語 として の 意味を持つ
。 二 人 の 少女 の 個性 の 接触に 於て ， 出会 い の 初 め か

ら K に 魅 了 さ れ るH に は 内面的な成長は見 られ ない
。 成長す る の は 寧 ろ K で あ

り， 彼女 の 関心 は H とい う新 しい 世界 に 向け られて い る 。 〔K へ の H の 恋情に

対 して ，
K が反発 しつ つ 内的葛藤に 苦 しむ 〕 とい う ドラ マ を繰 り返す 中で ， 新

しい 個性 に 対す る K の 理 解 は 徐 々 に 変化 し ， 遂 に そ の 敵対 的感情が共感的理 解 ，

愛 ［青へ と変貌す る 。
K の こ の 内的 ドラ マ は 他の 家人の 働きか けに よ っ て 触発 さ

れ ， そ こ に ，
こ の 時期 の 様 々 な事件が生 じて い る 。

一
方 ，

K の 内的 ドラ マ に 立

ち合 うH は ， まず第一 の 時期 と異 な っ て 既に 独 自の 立場を得た 存在 で あ り ， 更

に 彼女の 観察の 対象が第
一

の 時期 の それ （父 と母 と自分の 関係） とは 異な っ て ，

自分 と同等又 は 寧ろ下位の 世界で ある為に
， 大 きな混乱 と動揺に 捕わ れ る こ と

が あま りない
。 彼女は K の 内的 ドラ マ を ほ ぼ 掌握 し， 理 解に 満ちた 目差 し で見

守 っ て い る 。 従 っ て ，
こ こ で は 叙述の 調子 も第

一
の 時期の それ とは か な り異 な

っ て い る 。

　第三 の 時期 （第 6
，
7 章）に

，
H は A とそ の 夫 の 家庭 で 数年を 過 ごす 。

こ こ

で 彼女 の 関心 を引 くの は 秘密に 充 ちた 夫婦関係で あるが ， そ の
一 方で ， 彼女 は ，

まだ 明瞭に 意識 して い る わけで は ない が ， 自己の 模索に 深 く心を 奪わ れ て い る 。

彼 女の 内面生 活は 二 つ の 作業 ， 即 ち 夫婦関係に 潜む 謎の 究 明と 自己探索に 費 さ

れ る。 そ れ らは罪 の 問題に 深 く関わ っ て い る 点で 共通 し呼応 し合 うもの で あ る 。

しか し， 前者は後者を誘発 しなが ら も結局は そ の 充分な進展 を許 さず ， 家庭を

充 た して い る憂鬱へ とH を押 し戻す 。 彼女の 精神活動を完全な停滞の 危機か ら

救 うの は
， 日 々 の 生活か らは 予期で きない よ うな偶然事 （図書室の 鍵の 発見 ，

歌 の 才能の 発見 ， 手紙 の 発見等）で あ る 。 概 し て A と A の 夫 と H の 三 者 は 内

面生活で は 孤立 し ， 相互 に 積極 的に 接触 して 激 し い 変化 を もた らす こ と もな く，

H が こ の 家庭 に 迎 え られた 当時 と同 じ重苦 しい 緊張 関係を 持続 して い く。 第三

の 時期の 最後に 漸 く， 夫 とH の 衝突を 機 に 事件の 急激な展開が始 ま る が
，

こ こ

で 物語は 永久に 途切れ て し ま う。

　以上 の 概観 か らわ か る よ うに ， どの 時期の 物語 も家族 （血縁関係又 は それ に

準ずる もの で 結ばれて い る 者達）・ 家庭 （家族 関係を 中心 と し て 構成 されて い

る集団 ・ 社会） と内的な連関を有 して い る 。
H の 関心 は 専 ら家族間 の ドラ マ に

向け られて い る 。 家庭は 主人公 の 生活環境で あるだ けで な く， そ の 内面 世界を

全面的に 作 り上 げて い る 。 彼女 は 家庭 の 他 に 匿界を想像す る こ とが な い
。

こ の

一 24 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Association of Russian Scholars

NII-Electronic Library Service

Japanese 　 Assoolatlon 　 of 　 Russlan 　 Soholars

こ とは ， 父母 との 三 人暮 らしの ， 不和 と貧困に 充ち た 家庭を嫌 っ て外部 世界 へ

飛 び 出 した 主 人公が
， 新た に 生 ぎる場 と して見 い 出 した の が再 び家庭 （X 公爵

家） で あ る とい うプ ロ ッ トと対応 して い る。

　物語は ，
H が 第一 の 家庭か ら逃亡 し ， 第二

， 第三 の 家庭を渡 り歩 く形を と っ

た 。 そ の 為 に ， 主 人公の 世界は 家庭に 終始 し ， 物語 は主人公 の 社会的行動や 思

想的発展の ドラ マ で は な く， 感情教 育の 様相 を強 く帯び る こ とに な っ た 。

　更 に
， 先の 概観か らわか る よ うに 時期毎に 異な っ た 背景を もつ H の 成長の 物

語に 於 て ，
H の 生 きる姿勢が ダ イ ナ ミ ッ ク に 変化し， 独 自の 世界観を彼女が 得

る の は ， 第一
の 時期だ けで ある 。 第二 ， 第三 の時期の 物語で は ，

H は 他者の 罪

と不幸に 立 ち合 う中で ， 内省 と 自己洞察を繰 り返 しつ つ 過去 （第一
の 時期） の

体験 に対 す る理解を深め て ゆ くの で あ る 。 物語は ，
H が第

一
の 家庭か ら逃 亡 し ，

第二
， 第三 の 家庭を渡 り歩 く形を と っ た

。
つ ま り， 第

一
の 家庭 ， 原初の 家庭か

らの 逃亡 ， 即 ち 母か らの 逃亡 の 記憶に 付 き纒わ れ て
， 第二

， 第三 の 家庭 に於 て

主人公が 逃亡 とい う自分の 行為の 意味を探 り続ける ドラ マ が
， 物語 を貫流 して

い るの で あ る  
。

　§2　家族の 物語

　『H 』 の 成長の 物語 とい う相 と関わ っ て ， 家族の 物語とい う相が浮 か び 上 が

っ て くる こ とが ， 既に 確認 され た 。 家族 の 物語 は 次の よ うな形 で 具体化 して い

る 。

　 まず ，
こ の 作品に 於け る人間 関係は 家族 関係 を 中心 と して い る 。

　次に ，
プ ロ ッ トは主 と して 家族関係即 ち ，

　第一 の 家庭 （父 ， 母 ，
H の 三 人の 家庭）で は 親子 関係 ， 夫婦関係

　第二 の 家庭 （X 公爵家）で は ， 親子関係， 夫婦関係等

　 第三 の 家庭 （A の 家庭）で は
， 夫 婦関 係等

に 縛 られた 家族構成員各 々 が
， 関係の 破壊又 は 修正 を計る と こ ろ に 生 じる諸事

件に よ っ て 形成 され て い る。 例 えば ，

　第
一

の 家庭で は ， 妻 へ の 夫 E の 敵意 ，
H の 母 へ の 冷淡な態度及び母か らの 逃

避 （夫 E と娘H の こ うした 態度がH の 母親の 死 を もた らす）

　第二 の 家庭で は ，
JIの 物語に 於て 言及 され る両親 へ の n の 冷淡な態度 ， 及び ，

まだ 表面化 して い な い が ， 公爵 とそ の 妻の 静か な摩擦

　 第三 の 家庭で は ， 夫に 対す る妻A の
， 及び妻A に 対す る夫の 敵意

を挙げる こ とが で きる 。 家族 関係の 中で も真の 血縁関係， 特 に 親子の 関係は絶

対的で あ り，
ひ ときわ 大 きな重 圧 と な っ て い る 。

rH』 以 前の 作品で は ， 家族
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の 問題が 物語の 巾で こ の よ うな役割を 担 っ て い る もの は殆 どない
。 （『主婦』 の

カ チ ェ リーナ の 回 想に 登場す る家族は 例外暁 ） 『H』を経 ， 後期 の 長編 へ と 発

展す る過程 で 初め て ， 家族の 意味が よ り深 く追 求 され る こ とに な る 。

　最後に 指摘 して お きた い の は
， 家族に 対す る主人公H の 関 わ り方に つ い て で

ある 。 主人公は 三 つ の 家庭の い ずれ に 於て も ， 家族 間の ドラ マ に 巻き込 まれて

い る と同 時に それを 観察す る存在で もあ る 。 行 為者 と観察者 の 相貌 を合わ せ 持

つ 主 人公像は ， 家族 の 問題 が 扱わ れて い る 場合に 拘 らず ， 八 の 作品に は しば し

ば見 られ る。 従 っ て こ こ で 特に 注 目され る の は ， 主人 公 の こ の 像が家族 の 物語

と結 びつ く時 ， 彼は 家族 に と っ て 半ぽ内側半ば外側の 存在 として 登場 し ， 彼の

家庭 は 由緒あ る家庭で は な く， 「偶然の 家庭」 として 描 か れ る こ と で あ る 。 物

語の 構造 との 関わ りか ら考え るな らば ， 主 人公が深 く内部の 人間 と して 関係に

引き込 まれ つ つ 同時に 他人で い られ る よ うな家 庭 が ， ま さに 継父 ， 私生児， 不

義の 子等の 要素を持 つ 無秩序 と混乱に 充ち た 家庭 と して表わ れ るの は ， い か に

も 自然 な こ と と言 え よ う。 「偶然 の 家 庭」 は 『未成年』 の 中で 明確に 概念 づ け

られ た
。

しか し ， そ れ は 既 に
， 僅か に ヴ ァ ル ヴ ァ

ー ラ の 手記 （『貧 しき人 々 』），

カ チ ェ リ
ー

ナ の 回想 （『主 婦』）を経た 後 の 『H 』 に 於て
， 物語全体の 構造に 関

わ る形で 導入 され て い るの で あ る礼

　 こ の よ うな ， 作 晶 の 構造に まで 深 く関わ る形で の 家族 とい う要 素の 導入 は ，

皿の 文学 に 於け る物語 の 新 しい 側面を切 り開い た 。

　1． 家 族 と い う要素 は 出生 及び幼時期 の 体験 と結び つ きや すく， 出生に 端を

発す る主人公の 生が 問わ れ る こ とが多い 為 ， 事件を彼の 人生 全体 の 中に 意味づ

け る とい う視点が作品に 導入 され る こ と。 『H 』 で は こ の 視点は
， 語 り手が 自

分 の 半生 を回 想す る とい う形 式 の 中に 直接的に 表われ て い る鴨

　2， 処 女作 『貧 しぎ人 々 』 以来 ， 皿 の 初期作 品 の 中に 既 に 繰 り返 し登場 して

い る罪の モ チ
ー

フ が ， 家族 とい う要素 と結 び つ い た こ とに よ り， 新た な意味を

獲得 した こ と 。 罪 の モ チ ー フ は 『H』以後 ， 必 ず し も家族 と結 び つ い た形 で の

み登 場 す るわ け で は ない
。 しか し， 例 えば 『カ ラ マ ー ゾフ の 兄弟』 に 見 られ る

よ うな ， 血 の 問題 との 関わ りの 中で の 罪 の 意識 の 追求 は ， 明 らか に 『H 』 で の

こ の モ チ ー フ の 変質を 踏 まえた もの で あ る。

　 む ろん ， こ の 作品で は ， 人生 の 意昧 や血 の もつ 深刻な問題は まだ充分に 掘 り

下 げられ て い るわ けで は な い
。

しか し
， 家族及び家庭が 単な る物語世界 の 空 間

で は な く， 物語 に 於け るひ とつ の 意味論的な場 と し て 作品に
一 度定着 した こ と

は ， 双 の 以後 の 創作に 独 白の 方向を与 えた の で あ る。
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　　　　　　　　皿 　叙述の 意図 （何故語 られて い るのか ）

　§0　多様 な事件夊 は あ る く事件〉 の 多様 な相を扱 っ て ， か な り規模 の 大 き

い 作品 とな っ て い る こ と もあ り， 『H』 の 叙述は 均
一

で は な い 。 語 り手 は 語 る

内容に 応 じて 語 り口 を変 え る 。 で は ，
こ の よ うな叙述に よ っ て ， 語 り手 は 自分

の 過去をい か な る光の もとで 照 ら し出そ うと して い る の か 。
い か な る狙 い で 回

想を綴 っ て い るの か 。

　§1　 『H 』 の 叙述は ， 語 り手H が事件に 対するか っ て の 自分 の 理 解を どの よ

うに 受け とめ ， 語 る際に どの よ うに処理 す るか とい うこ とに
， 大 き く影 響され

て い る。
こ の 問題 ， 即ち H の 過去 と現在の 二 つ の 立場 の 関係は 次 の よ うに 整理

さ れ る 。

　  事件に 対す る語 り手H の 理解が
， 体験当時の それ とほ ぼ 同 し （方向と程

度 に於 て） で あ り ， か つ て の 理 解を その ま ま又 は よ り生 々 しい 形で受 け込れ て

事件を 叙述 して い る場合。 例えば ， 〈
一一 で あ っ た の を覚え て い る〉 の 類の 表

現 。

　  語 り手H の 理解 に よ っ て ， 体験 当時の それ が補強 され 明確化 され て い る

場合 。
こ の よ うな叙述に 於て は

， 体験 当時曖昧だ っ た 事件の 意味が ， 語 る現在

に 於け る よ り多 くの 知識や深い 理 解力，時に は よ り説得性の ある推測に 助け ら

れ て 明確に な る 。

・ Ho 　HeKoTOPblM 　cnoBaM 　gToro 　pa3roBopa， 1｛oTopble 　 fi　 no　 cvax　 nop 　yHo−

　 MI−ln．aa
，

3a 跚 oqalo
，
　

tlTo ＿ ．（cTp ．167）

　 訳夊 ：そ の 会話の 中の 今で も覚 えて い る二 ， 三 の 言 葉 か ら， 〈…〉 で は ない

　　　　 か と判断す る 。

　  語 り手H の 理 解に よ っ て ， 体験当時の それ が 否 定 され た り不 明確に され

て い る場合。 語 り手H は か つ て の 自分の 理 解を疑周視 した り， 異 な っ た 解釈を

提示 した りす る 。 そ の 際に
，

二 つ の 立場 の 間の 矛盾は しば しば充分に 解消 され

な い ま ま放置 され ， 事 件の 意味 は不 可解 な もの と して 残 る 。

1．　 Ho6BHHana 　MaTylllKY
，
　npH311ana 　ee　 3a　3no 双e曲Ky 　Moer ’o　oTua ，

賊　oRfl
−

　 Tb　 roBop ｝o ： Ile　 HollHMaK ）
，
1〈alく TaKoe 　qy 双oBH 珥 Hoe 　rlα 班 THe 　MorJlo 　cocTa ・

　BHTbcH 　B　MoeM 　Boo6pa 冫Ke 【田 H ．（cTp ，161・／cTp ．437）

　
．
訳文 ：私 は 母 を責め た 。 父を苛め る悪者 に して し ま っ た の だ 。 繰 り返 し言 っ

　　　　 て お くが
， ど うして こ ん な とん で もな い 考 えが私 の 頭 に 浮か ん だ もの

　　　　か
， 私に は わ か らない の だ 。
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2．　只 KaK 『To 　61）IJIo　yBepeHa，　qTo 　oH 　3acTynHTcfi 　3a　MeHfi 。　Ho 　noqeMy 分

　6bma　yBepeHa，
1（To 　no ！lcKa3aJ　MHe ，　KTo 　Hayq μ訌 MeHH

，　
qTo

　
oH

　
MeHH 冱K）

−

　6HT　60nee
，
　qeM 　MaTyLilKa ？　（cTp ．161）

　訳文 ：私は なぜ か ， 彼 （父 　 筆者）は 私を 庇 っ て くれ るだろ うと信 じて い

　　　　た
。

しか し ， 何故私は 信 じて い た の だ ろ う ？　誰が 私 に 仄め か した の

　　　　だ ろ う ？　誰が 教 えた の だ ろ う ？　母 よ りも彼の 方が 私 を愛 して い る

　　　　なん て こ とを 。

　ひ とつ の 事件に 対す るH の 過去 と現在 の 二 つ の 立揚 の 間 に と りわ け強い 粲張

が生 じる の は   の 場 合で あ り，
こ の 時 ， 読者は 事件の 意味に つ い て の ひ ときわ

注 意深い 読み を 要求 され る 。 こ の よ うな叙述は 特に 第 2 ， 3 章 に 多 く， 上記 の

例か ら もわ か る よ うに
，

か つ て の 自分の 態度に 対 して の 疚 しさを 語 り手が吐 露

す る件 りに 集巾的に 表われ て い る 。 幼い 自分が と っ た母親 へ の 冷淡な態度及び

父親 へ の 偏愛 ， 母 親の 死 に 関す る 父親 との 共犯 に 対 して
， 語 り手 は 罪 の 意識を

感 じて い る 。 しか し ， 彼女は 罪の 意識を率直に 告 白す るか わ りに
， 過剰な注釈

や弁明に よ っ て 事件の 意味 を曇 らせ る 。

　§2　事 件の 意味の 曖昧化は語 り手の 像及び物語 の 像に 大 きな影 響 を 与 え て

い る 。

　語 り手H は事件に 対す る 自分 の 知識 と見解を 正直 に 暴け 出 さず ，

一一’

＄を示 し

て
一 部 を 隠蔽 し， 結局事件の 意味を不 明暸 に し続 けて お く，

い わ ば 狡猾な語 り

手で あ る 。
こ の よ うな語 り手 の 特徴は n の 作品 に しば しば見 られ る もの で あ り，

手記で あ る とな い とに 拘 らず ， 語 り手 の 現前の 程度が 強い 初期作 品に も既に 認

め られ る 。 『分身』 は そ の 顕著 な例 で ある 。 しか し ，
『分身』 で は 語 り手 の 立場

の 曖昧さに よ っ て 事件の 客観的存立 まで が危い もの と な っ て い る の に 対 し，

『H 』 に 於 て は 真相 の 明不 明に 関わ りな く， 事件の 客観性 は保証 され て い る 。

語 り手 の 立場 の 曖味 さが事件の 客観性を侵蝕 しない 点に
，

『分 身』 か ら rH』

へ の 発展 が認め られ る と言 え よ う。

　 C ．E ．パ ッ セ ー ジ は 語 り手H の 年齢 生活及び過 去の 事件 へ の 態度の 不 明 さ

に 言及 し て い る 。 しか し
， 語 り手の 立場 の 曖昧 さは 単 に これ らの もの の 不 明 さ

に よ る の で は な い
。 物語世界 の 現実 に 登場 しな が ら も職業 ， 年齢 ， 名前等の 不

詳な語 り手は 『H 』 以前 に も見 られ る （『ポ ル ズ ン コ フ 』， 『ヨ ール カ と婚礼』）

が ， 語 り手H に は 彼 らに 比 して 多 くの 背景が 与え られ て い るに も拘 らず ， 叙 述

に は それ らの 作 品に は ない 曖昧さが纒 っ て い る 。
こ れは ， 『ポ ル ズ ン コ フ 』及
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び 『ヨ
ー

ル カ と婚礼』の 語 り手の 叙述の 意図
一

自分が見聞 きした事件を伝達

す る こ と一 が 明確で あ るの に 対 し， 語 り手H の それ が曖昧な為で あ る 。 語 り

手H は 年代記 作者的な語 り手に 徹 して ， 自分の 過去を客観的に 叙述為果す こ と

が で き な い
。 例 えば ， 『H 』 の 第 5章で の K との ロ マ ン ス の 叙述に 於 て は

， 主

人公及 び語 り手の 過剰な反応が見 られず ，
H の 二 つ （過 去 と現在） の 立 場の 間

の 摩擦 も少ない （語 り手が こ の ロ マ ン ス に 距離を もっ て 対 して い る こ とがわ か

る） が ，

一方 ， 母 親 の 死 を 以 っ て 終 わ る 第 2 ， 3 章や ，
A の 秘密の 罪を め ぐっ

て奇妙な三 角関係が展開す る 第 6 ， 7章 で は ， 語 り手 は 事件を鮮明 な形 で 直接

的に 叙述す る の で は な く， 真相を曇 らせ よ うとす る か の 如 く， 事件の あか らさ

ま な伝達を避ける 。 （これ らの 箇所に於 ける ，
KaKoll −TO

，
　 KaKafl・TO

，
　 KaKoe ・TO

，

9TQ −To 等 の 不 定代名詞及 び 1〈al〈−To
，
　 KaK 　6yJEToの 頻出は こ うした 印 象 の 形

成 に預 っ て い る 。 ）そ こ で は叙述の 恣意性が 感 じ られ ， 語 り手の 私的性格が強

ま っ て い る 。 又 ，
こ の 恣意性 ， 私的性格が強い こ れ らの 箇所は 告白を 目的 とす

る叙述に 近づ い て い る 。

　告白 の 叙述形式は 罪の 物語 に 親しい 囲
。

『H 』 の 文体に 関 して は ， 度 々 女性の

思惟方法 と語 り 口 に よ る特徴が 指摘 されて きた 凶が ， 筆者 は ， それ に もま して ，

罪人の 思惟方法 と語 り口 が叙述に 与 えて い る影響を こ そ注 目すべ きだ と考え る

の で ある 。 初 め か ら告白の 体裁を与 え られ ， 告白 ＝ 罪の 意識 とい う図式が 明瞭

に 認め られ る場合 に 限 らず ， A の 作品 に は ， 年代記作者的な立 場を と っ て い る

筈の 語 り手が ， 突如叙述に 於ける恣意性を示 し， そ の 私的性格を発揮す る こ と

が しば しばあ る （『悪霊』 の 語 り手）。 特に ， 語 り手 が ， 事件全体で は な い に せ

よ ， どの 部分か で 事件 と私的な関係を結ん で い る 場合に
， 比較的明確に こ うし

た 現象が認め られ る 。

　『H』 は 回想の 形式で 書か れ て い る。 しか し， 自己の 体験に つ い て の 回想 で

ある とは い え ， 語 り手H は過去の 事件を歪曲し， 捏造す るわ けで は な い
。

これ

まで の 考察で 明 らか に な っ た よ うに ， 彼女は 事件 の 多 くを （又 は 多 くの 相 を）

客観的な事実 と して 描写す る中で
， 自己 の 過ち に 触れ る部分で は巧妙に 言葉を

濁 し ， 事件の 意味を隠蔽す る の で ある 。

　 こ うして ， 事件の 客観性を保証し つ つ
， 語 りの 意図を瞹昧な ま まに して お く

こ とに よ り物語か ら安定 した 相貌 を奪 うよ うな 叙 述 は
， rH』 に 於 て 初め て 確

立 した 。 語 り手 H は 自分 の 過去の 体験 を語る 。 だが ， 彼女は それ を単 な る事件

と して 読者に 伝達し よ うと して い るの か
， そ れ と も自己 の 秘め られた痛み に 関

わ る もの と して 告白 し よ うと して い るの か 。 そ し て
， 読者 は 年代記 の 読み手 と
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なるべ きか ， 聴 聞僧 とな るべ きなの か 。
こ の よ うな迷い を絶 えず読老に 強い る

こ とに よ り， 叙述は 読み 行為の 幅を拡げ， 緊張感を高め る こ とが 可 能に な っ て

い る 。 蓋 し，
rH』 の 叙述が読老に こ の 迷い を強い る の は 叙述自体に 内在す る

特質に よるの で あ り， 物語が完結 した 形 を有 して い ない か らで は ない こ とを 付

言 して お きた い 。

　以上 ，
三 つ の 角度か らの 考察に よ っ て 浮か び上が っ た諸点及 び それ らの 連関

の 中に ， 『H』 の 構造 と意味を見 る こ とがで きる 。 又 ， それ は rH』 以 前 の 初

期作 品群か ら rH』 へ の 物語世界 の 発展 ， 即 ち 『H』 がA の 創作 の 歴 史に 於て

持 つ 意義 の
一 端を覗か せ て くれ る 。

注（1） 本小 論 で の 考察に 際 し て 用 い た主 要参考文献一 こ れ らは 皆 ， 『H 』の 考察 に 独

　　立 した 章叉 は か な りの 頁数を 割 い て い る 　 は 以 下 の 通 りで あ る 。

　　　iMoqynbcKHta ，　K．， 皿ocToeBcK 臨 ＞KH3Hb　H　 TBopqecTBo ，
　 YMCA ・Press

，
　Ha・

　　PH＞K ，
1947・

　　　ΦPHAneH八eP ・ f丶 M ・，　Pea 朋 3M 刀！ocToeBcK α o
，
　H3A ．《Haywa 》，

　M ．−JI．， 1964．

　　　Frank ，
　Joseph，　 Dostoevsky．　 The 　 Seeds　 of 　Revolt　1821−1849

，
　Princeton　Uni・

　　v ．Press，
　New 　Jersey， 1976。

　　　Rassage
，
　Charles　E ．

，
　Dostoevski 　the　 Adapter

，
　Univ ．　of 　N 。　 CarQlina　Press

，

　　Chapel　Hill
，
1954．

　　　Terras
，
　Victor，

　The 　Young 　Dostoevsky （1846−1849），
　Mouton，

　 The 　Hague ，

　　Paris
，
1969．

　　　Trubetzkoy
，
　N ．　S，，　Dostoevskij 　als 　KUnstler

，
　 Mouton ＆ Co．

，
1964．

　（2） 登場人物 の 中で は 特に イ ェ フ ィ
ーモ フ の 形象 に 関す る 研 究 が 多 く， 『H 』 の 中心

　　 に 彼 の 物語 を 見 る 傾 向が 強 い
。 （J．フ ラ ン ク

， C ．パ ッ セ ージ
，
　 V ．テ ラ ス 等 。）

　　『H 』 と他 作品 （バ ル ザ ッ ク の 『ガ ソ バ ラ』 等） と の 類似 の 指摘 も彼 の 形象 に 依拠

　　 し て 為 され る 場 合 が 多 い 。 そ の 他 ， 作 家 に よ っ て 燗眼 な分析 を施 さ れ た 子供及 び 女

　　性 の 心 理 や 夢想 家 の モ チ ー フ に 関す る 言及 ，後 の 作品 の 登場 人物達の 原型 と し て の

　　 ニ
ニ
ー ト チ カ ， カ ーチ ャ ， ア レ タ サ ソ ドラ 等 の 形象 の 考察 も見 られ る。

　（3） 回想形式 で あ る点，女 性 の 手記 であ る点， Bildungsroman の 構造を 有 し て い る

　　点等の 指 摘 。

　（4） テ キ ス ト と し て
， 下 記 の 書 に 所収 の も の を 用 い た 。 本 論 で の 引用 は 全て こ れ IC依

　 　 る o

　　　　Φ．M ．πocToeBcKH 苴，
　Roa．　co6P ・coq・B30 　ToMax ，　T・2

，　JL，
1972・

　　但 し本 書 に 印刷 さ れ て い る の は 1866年版 で あ る 為 ， 筆者 は こ れ に 付 され て い る ヴ ァ

　　 リ ア ン ト を 参照 しつ つ 再 ：構成 した 1849年版 を ， 検 討 した 。

　（5） 現在残 っ て い る初期 の 草稿 の 断片か ら推 察 す る と ， 『H 』 は 作者 に よ る三 人称 の

　　叙述形式 の 作品 と し て 構 想 され た こ と もあ り， そ れ 以前 の n の 作 品 に 既 に 多 出 し て

　　 い た 手記 の 形 式が 安易 に 踏襲 さ れ た わ けで は な い こ と が わ か る 。
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（6） 以 下 で 用 い る 「事件」 は ， 現実 に 於 て 外面化 した 行動及 び状 況を 意味 し， 心 理的

　 レ ベ ル で の それ らは 含 まな い
。

（7） 以 下 で 用 い る 「反 応」 は ，事件 に よ っ て 引ぎ起 こ さ れ た 知 的感情的 な 諸現象 （理

　解 ， 印象， 記億等）を 意味す る 。 事件 を 見 た り， 聞 い た りす る行 為 は 含 ま な い
。

（8） 引用 文に 付 した頁 数は ， 上 記 した 皿30巻全 集の 第 2 巻 の そ れ を 示 す 。 猶 ， ／CTP ．

　は ヴ ァ リ ア ン ト の 頁数。

（9） 双は 1860年 の 版改訂 に 際 して ， 1849年に 掲載 され た もの に 対 し文体上 の 整理 を 試

　み て い る 。 そ こ で は 形 容詞 ， 副詞 ， 動詞 ， 代名 詞 等 の 省略が 見 られ る が
， そ れ に 比

　 し て
， 語 り手 の 反応 を 示 す語 （nOMHMTb 等）の 省略は 殆 ど見 られ な い

。

  　そ の 顕著 な例 と し て 『分身』 を 挙げる こ とが で きる 。 『分身』 が ， 理 解 し に く い

　物語 で あ る と の 指摘 は 作品発表 当初 の ベ リ ン ス キ イ の 評以 来 しば し ば 為 され て きた 。

　（『ペ テ ル ブ ル グ 文 集』。 ） こ の 作品 が難 解 で ある の は
， 必 ず し も主 入公 ゴ リ ャ

ー ト キ

　 ン が 狂 人だ か らで は な い 。彼は 観 察 し推測 し計算 す る 。 しか し， こ れ ら の 行為即 ち

　反 応 に は 論理的一貫 性が あ りなが らも， 反応 の 対 象即 ち事件 （具体的 に は ， 彼 の H

　 常 に 於 け る 煩瑣 な事件群） に 関す る 情報 は 不 充分 か つ 断片 的な 形で し か 読者 に 与 え

　 られ て い な い 。
こ れ が大 ぎな 原 因 とな っ て ， 事件及 びそれ と深 く関わ っ て い る彼 の

　行 為は 読者 に と っ て 奇異 な もの に な る 。 事件 に つ い て の 充分 な描 写が 反応 の 描写に

　 よ っ て 寸断 され 圧迫 され る と こ ろ に
， 意識 の 怪物化 と い う印象が 生 じ る。 それ は

，

　主 人 公が 世 間的な 観点で の 狂 人 で あ る と否 と に 無関 係 で あ り ， 『H』に も見 られ る

　 特徴 で あ る 。

  　『H 』以 前 の 作 品の 中で 手記 の 形式 を と っ て い る もの （登 場人物 の 手記 も含 め て ）

　は 多数 あ る が
， その 殆 どが 多 くて も一，二 年か ら五 ，六 年前 の 過 去 に 関す る 物語で

　あ り ， 特 に 『貧 し き人 々 』 の 各書 簡や 『山夜』 の 語 り手 に よ る 手記 は 極 め て 近接 し

　た 過去 を 叙 述 し て い る 。 叉 ，
こ れ ら の 作品 に 於 て は ， 叙述 の 対象 も

一
晩 ， 数 日 間 又

　は せ い ぜ い が 数 ケ 月 間 に 亘 る事件 で あ る 。

  　K ．モ チ ＝リ ス キ イ は作品 が 主 題 と文 体の 面 で 三 分 され る こ とを 指摘 し
，
r．　 M ．

　 フ リ ー ド レ ン デ ル
， J．フ ラ ン ク も三 つ の 部分 に 分け て 考 察 し て い る 。

　 C ．　 E ．パ
ッ

　 セ ージ は 寧ろ，文体 の 相異，物 語内で の H の 役割 の 相 異等 に 注 目 し て ， 作 品 を 二 分

　す る （第 1 ， 2 ， 3 章 と第 4 ， 5 ， 6 ， 7 章）。 N ．S ．ト ゥ ル ベ ツ コ イ も最初 の 三 章を 他

　か ら の 独 立 性 の 強 い 物語 と見倣 し ， それ を
一

括 して検 討す る 。 叉 ， V ． テ ラ ス は 双

　 の 分類 1’c 従 っ て 第 1 ， 2
， 3 部 に 分 け て 考察を進 め る 中で

， 第 2 部 と第 3 部 の 連絡性

　（H と カ ーチ ャ の ロ 　
一
？ ン ス に 関す る物 語 に よ る ）及 び それ らか ら の 第 1 部の 独立性

　（ラ ー リ ャ の 物 語が 1860年以後 の 版 で 削除 された こ と に よ る）を 指摘 し て い る 。 以

　上 の よ うに ， 従来 の 研 究に 於 て は 分類 の 際 の 視点 に 若干 の 相異 が 見 られ る 。

　　猶 ， 本 論 で 各章を 指示 す る に 際 し
， 筆者 は便宜 上 ， 1860年以 後 の 版 で の 通 し番号

　（1 〜 7） の み を使用 し た 。

幽 　あ る 特殊な事件 の 叙 述は ， しば しば ， 事 件に もた らされ た 突然 の 別れ や 病 い に よ

　 っ て 中断 され て い る 。例 えば ，
ラ

ー
リ ャ の 物語 ， K と の ロ マ ソ ス の 物語 等の 中断 。

（1φ　こ の 点に 関 し て 留 意 し て お きた い こ と 。
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　　 a − b 型 の 叙述 は ，物語世界 の 現実 に 於け る事 件 の 時間 的な前後関係 （因果関係

　 と 言 い か え て も よ い ） に 強 く依存 し て い る 場合 と ， 前後 関係は な く とも ， 語 り手の

　都合 （即 ち 語 り手 の 心 理 的 な原 因や叙 述上 の 便宜 ）で 採用 され て い る 場 合 が ある 。

　 従 っ て ，
a − b 型の 叙 述に 於て は

， 事件 の 前後闘係は しば しば 不 明瞭で あ る 。

  　『H 』 の 罪 の モ チ
ー

フ に 関 し， 特 に J．フ ラ ソ ク と V ．テ ラ ス が ，母 親 へ の H の 嫌悪 ，

　 母親殺 し の 願 望 ， 及 び ラ
ー

リ ャ の 物語 に 注 日 し て い る 。

　　 cf ．　Frank
，
　J．，　p．351，　p．357−358 ； Terras，　V ，　p．104−105，　p．145−147．

  　『H』 の 登場人物 の 行為 の うち，罪の 相 貌を 帯び て い る か
， 又 は 何 らか の 形 で 罪

　 と表現 され て い る もの と し て ， イ ェ フ ィ
ーモ フ

，
H ，

　 JI
，
　 K 等の 行為 が 挙げ られ る 。

　 （X 公爵に 関 し て も同様 の 推測 が許 され る 。）又 ， 作 品 中 に fipeCTynJteHfle （及 び

　npecTynHHK ，　npecTyHHa 的 ， HpocTynoK ，　BzHa （及 び BHHoBeH ）， rpex （及 び rpe ・

　 皿 Hbl　rpeu エHMua ），　nOPOK 等 ， 罪 に 類す る 概念を 表示す る 語 もか な り見 られ る 。

CiO　こ の 物語 は 1860年以後 の 版で は 削除 さ れ た
。 最初 の 構想 で は 後 で 本 格的に 登場 す

　 る予定だ っ た JIが，未完に 終わ っ た 『H』で は 不 必 要 に な っ た 為で あ ろ う 。 しか し ，

　 こ の 削除は ，作 品 に 於 け るJIの 物語 の 前後 の つ な が りを 不 自然な も の に し て い る 。

　刀 と の 出会 い の 後に 続 くH の 苦 悶 と精神的 発 作は ， 刀 と の 出会 い の 後に 続 き ， JIの

　 物語を 得 て 初め て 意味を 持 つ か らで あ る 。

  　成 長 の 物語 と い う相は ，認識す る 者 と し て の 主 人公 H の 様 に 大 き く依拠 し て い る 。

　彼女 の 行為 を示 す Ha6 ，aro 八el｛He ，　Boov
”

pa＞KeHHe
，　BneqaTJIeHvae ，　llyMaTb ・ Paccy帽

　）KnaTb
，　Ha6 ・mQAaTb ， 3aMeHaTb ，　Yra21blBaTb等 の 語 が

， 事件を 体験す る に 留 ま ら

　 ず，幼 くして 既 に 事件 を解釈 し，人生 の 意味 を探 ろ うとす る H の 嫌を与 えて い る。

　猶 ， 認 識す る 者 と し て の H の 行為 の 両極 に 観 察 （Ha6Llff）AaTb ） と空想 （Boo6pa ＞Ka −

　 Tb） が認 め られ る 。

  　『H 』と 『主婦』 に は モ チ
ー

フ の 上 で 類似 点 が 多 い
。

こ れ は 両 者が 同 じ時期 に 創

　 作 され て い た こ と に も大 きな 関係が あ る と思わ れ る。稿 が ま と ま り雑誌 に 掲載 さ れ

　た の は 『H 』 の 方が 後で あ っ た 。 従 っ て ， 作品 の 構成は か な り相 異 し て は い る が ，

　そ の モ チ ー
フ

，
テ

ー
マ に 於 て は 両 者 は 相 互 に 連絡 し合 い つ つ 発展 し た も の と推測 さ

　れ る 。 （特 に ，母親 に 対す る 娘 の 罪 の 意識 に 関 して
。）

  　n．グ リ シ ソ は ，瓜 が 『H 』 の 中で c五yqa黄Hoe 　ceMe 負cTBo の テ ー
マ に 触れ て い

　 る こ とを 指摘 し て い る 。 但 し ， 具体 的な考察 は な い 。

　　cf ・1
”
pHI皿 PIH， 丑．　B・

，　 PaHHH 苴　耳ocToeBcKH 黄， 瓢 e ∬b6ypHcKH 員　yHHBePCHTeT ，

　ABCTpanvafi
，
　CTP ．207．

  　家 族 ・家庭 と い う要素が 断 片的 ， 部分 的 に もせ よ持ち 込 まれ て い る 『H』 以前 の

　作 品 に 於 て
， 家族 ・家庭 及 び そ れ を 背景 と し た 過 去 を も っ て い る の は 女 で あ る 場 合

　が多 い
。 男に こ の よ うな背 景 が 与え られ て い る場 合 で も ， 例 えぽ 『主 婦』 の カ チ ェ

　 リーナ の 家族 と オ ル デ ィ ノ ブ の それ （父親 の こ と） と の 比較か らわ か る よ うに
， 女

　に 付与 され た 家庭 の 方が プ ロ ッ トに と っ て 遙か に 重要 な意味を 有 し て い る 。 （下 図

　参照 。）『H 』 以 前 の 作 品 で は ， 男 と女の 明 確な 役割 分担 が 見 られ る の で ある
。 即 ち ，

　女は 家庭 を与え られ た形 で 登場 し
， 女 の 相 手 で あ る 男は それ を 持た ず ， 勤 務 及 び 下
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宿生 活 の み を背景 とす る 孤独 な存 在 と し て 登 場 し て お り ， 両者 の 関係が ド ラ マ と し

て 描か れ る 。 そ の 際 に
， 女は 人 生上 の 背景は 与 え られて い て もしば しば 小説か ら脱

け 出 し た よ うな虚構 的 な臭 い が 強 い の に 比 し て ，背景を も た ぬ 根無草的 な 存在 で あ

る男 の 方が ，現実 と対 決 し，現実的 課題 に 取 り組 む役 割を担 っ て い る 。

　『H 』 に 於 て 初 め て
， 家 庭 を 背景 とす る女 が ， 男 の 主 人 公 の 相手 と して で は な く，

自 ら生 活 し ， 人 生 の 意味 を 考え る主 人公 と し て 登 場 した 。 後 期 の 作品 で は ， 男 も又

家庭 を 背景 と し て 現わ れ る 。

作 品名

『貧 しき人 々 』

『分身』

『主 婦』

『弱 い 心』

『白夜 』

　 主 人 公

ジ ェ
ーヴ シ キ ソ

：ゴ リ ャ
ー トキ ン

オ ル デ ィ ノ フ

ヴ ァ
ー シ ャ

夢 想 家

　そ の 相 手

： ヴ ァ ル ヴ ァ
Pt ラ

： ク ラ ラ

； カ チ ェ リ
ー

ナ

ニ リ ーザ

　 ナ ス チ ェ ン カ 1
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．．乳

  　JI’グ ロ ス マ ン は 《CTH 朋 cTm ｛a　 CTaBPo 「vaHa 》で ， 告白 の 文体，　 Ich−Erzahlung

　 へ の 皿 の 強 い 関心 に 触 れ つ つ
，

こ の 形 式 の 基 本的特黴 と し て
， 構成 の 中心 と な る の

　 が 隠れ た 罪 に つ い て の 物 語で あ る こ とを 指摘 し て い る 。

　　　cf ・rpoccMaH ， ∫匸eoHHA ，　CTMnHcTm ｛a　CTaEporHHa ．　　　B　KH ； 《rlo∂Tし｛Ka 　2工o ・

　cToeBcKoro 》，　M ．
，
1925

，　cTp ．158−159．

（2＄　女 性 に 特有 の 思惟方法 と文 体に 関 し て は ， V ．テ ラ ス の 研究 霽 に 詳 し い
。 著者 は

，

　『H』 に 於 て ジ ョ ル ジ ュ
・サ ソ ドの 文体 の 模 倣が 見 られ る こ と を 指 摘 し

， 女 の 語 り

　 手 に よ る叙述の 具 体的 な 特徴 に 言及 して い る 。

　　　cf ．　Terras
，
　V ．

，
　p．102−103．

《HeToqKa 　He3Bal−lo8a 》 O　CTpyKTypeHCMblcne 　POMaHa

ハ艫 Tm くo　KAHA 八3ABA

　　　BHacTo51瓜 e藍 cTaTbe 　paccMaTpHBaK）Tcfi 　cTpyKTypa 　H 　cMbicn 　He3aKoHqeHHo −

ro 　poMaHa 《HeToqKa 　He3BaHoBa 》，　onHoro 　H3 　 paHHHx　 IIpoH3BeAeH 励 Φ．　M ．双o−

cToeBcKoro ．　Hpe 瓜MeToM 　aHaLIH3a 　AB ・・lfl｝oTcH 　cJlenyK ）田 Wie　npo6 ”eMbl ：　1・MeToA

noBecTBoBaHHfl （To 　ecTb ・ KaK 　Benocb 　noBecTBoBaHHe ）；rco 」Cep＞KaHxe 　noBecT −

BOBaH 賜 （TO 　ecTb ，凹 eM 　Be ・IOCb 　nOBeCTBOBaHMe ）；頂．　llenb　fiOBeCTBOBaHH ” （TO

eCTb ，　T　 KaKO 闘 1．lenb正O　BeJ 玉OCb 　llOBeCTBOBaH ｝ie）．

　　　1・KaK ： B　9ToVa 　maBe 　HccneAyeTc ∬ cTpyKTypa 　p・MaHa 　c 」EByx　To ・leK 　3pe −

H 朋 ： Bo −nepBblx ・Kal ｛HM 　o6pa30M 　 fioBecTBoBaTenb 　 paccKa3bH3aeT　Ka ｝Knoe 　 eTILea ・

bHoe 　co6blT ｝：e ？ （§1）； Bo ・BTQpblx ，　KaKHM 　o6pa30M 　oH 　nepeBoAHT 　paccKa3　c　on ・

Horo 　co6HTHH 　Ha 皿pyroe 蹂 yllopfiJlouMBaeT　MHoro 　co6bl ’
rl・lti　P （§2 ）； Bva306pa −

＞KeHHx 　oT 八e 」lbHoro 　co6blT 朋 Ba ＞KHylo 　p瞞 脚 aK）T　Boc 旺oM 匪HaH 朋 ，
　 TonKoBaHHfi

，
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BnegaT"eHHH  u T. A. repomm  HeTogl<H H  noBecTBoBaTenfl  HeTogKz. .ILa"ee
 aB･

Top  cTaTbva  3aMeuaeT,  
t{To

 Axfl cTpyKTypbl  DToro  poMaHa xapal<TepHo  coeAHHe･

HHe  o6ulero  H3ao>iceHMfl  MHoTMx  co6blTliA  c KoHKpeTHblM  "3o6pa)I<efmeM  oco6oro

co6blTHH-

    II. O  geM  : B gTova  rnaBe  aBTop  cTaBvaT  nepeA  co6oti  qeJIb paccMoTPeTb nBe

vnaBHets-xe  HcTopHH,  KoTopble  onpellenHK)T  conep>IcaHHe  poMalla, a HMeHEIo  :

HCTOPHH)  nyxOBHopO  (l)opMnpoBa}mfi  rePoHHH  HeTogl<M M zcTopH}o  Cebaeth, B KO-

Tophlx  oHa  npoH<HBana  H  paclcpblTh cBfl3b  Me>lcAy  onHm!  H  ApyrHM.  ABTop
fiPHXOIIHT  K  CnellYIOIIIHM  BblBO,qaM  : TPH  CeMbH,  M306Pa)Ke}IHble  B 9TOM  POMaHe,
HBAfi}oTcfi  He  Tonbl<o  ctpepova  >KH3HH  repoHHH,  Ho  " ocHoBova  ee  BHy'rpeH}Iero

MHPa  ; Ha  tpOPMHPOBaHHe MHPOB033PellHfl  FePOvaHH  B03AefiCTBYeT  nPe)Klle  BCerO

ee  co3HaHHe  cBoe"  co6cTBeHHoth  BMHbl,  I<oTopoe  Hepa3AeJIMMo  cBfl3aHo  c Bocno-

MHHaHM"MH  nePBOn  CeMbM,  B tlaCTHOCTH,  C  BOC"OMHI{allHHMH  O  CMePTH  MaTePli.

MTaK ceit{bH B <HeTorrKe>, B oTnlNHe  OT  IIogTIa Bcex  HPellbTnyLuHx  llPOH3BeAe-

HHil  nHcaTeJIA,  BonfioillaK)T  caMy  HJIe}o  H TeMy  poMaHa.

   M. C  KaKoil  qenbro : }HIeKoTophle cTHaeBble  xapaKTepbl  B oToM  POMaHe  06sHc-

HfiK]TCfi  HenCI-IOCTbro  n03KLInli  "OBeCTBOBaTenfi  HeTOHI<", HefiCHOCTb}O  IIeJIn ee

fioBecTBoBaHHfl.  OHa TO  H3naraeT  nPoulnble  co6Nz'Hfl  o6seKTpmHo,  npfiMo  H oTKpo-

BeHHO,  TO  3aTyMaHMBaeT  CMblCn  C06b!THva,  He  PaCKPblBafi TOrO,  gTO  3HaeT  O  HPIx

vl KaKoe  oTHomeHMe  MMeeT  K  HHM.  B nOCnenHeM  cnyuae  6pocaeTc" B rJIa3a  cy6he-

IcTHBHoe,  cBoeBonblloe  H3no>KeHHe,  IcoTopoe  BblfiBJfleT  TatiHoe  6ecfioKothcTBo no-

BecTBoBaTenfi.  TaKafl HeHcHocTh  IzenH  lloBecTBoBaHHfi  3aMeuaeTcH  Bo  MHorHx  H3

nPOH3BeJlellHth  aOCTOeBCI<OrO, B  TOM  HHCJIe  H  <HeTOgE<a>.

   IilTaK, uyTeM  aHanH3a  TPex  Bbl[rleyKa3aHHblx  IIP06JIenf,  Pa3bcHfiTcH cz'pyKTypa

H  cMblcn  poMaHa, H  npH  gToM  pacl{poeTc" cxoAcTBo  <HeTogKx> c npypvaMH,  oco-

6ellllO nPellblJIYUXHMH  nPOX3Be21HH"MH  nHCaTe"S,  "  ee  OT"HHHe  OT  HHx,  yTO  nPO-

ficllHT 3Hauelme  gTopo  poMaHa  nnfi pa3BHTHfi nogTHICH  O. IVt. J:[ocToeBcKoro.
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